
（１）市町村が策定するアクションプラン 【香芝市】　

■目標年次

■手法毎の汚水処理整備区域（区域図）

■整備計画

　　①整備スケジュール

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

計画区分 事業 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37
流域関連公共下水道

単独公共下水道

施設整備 農集排

小規模排水

コミプラ

浄化槽

その他

実行メニュー 共通

(早期概成)

　　②目標値及び概算事業費等

流域関連 単独 集落排水 その他 早期

全体 公共 公共 施設 集合処理 個人 市町村 その他 概成

計画行政人口（H37） 81,000 人 下水道 下水道 施設 設置 設置 手法

80,696 67,599 0 0 0 13,097 0 304 0

984 984 0

目標値 (ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ) 99.6% 83.5% 0.0% 0.0% 0.0% 16.2% 0.0%

①の項目必須

21,631.8 21,631.8

最終処分量（ｔ/日）

有効利用量（ｔ/日） 0.0

概算事業費 33,016 33,016 0 0 0 0 0

5.0 5.0

409.1 488.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

実行メニュー

※改築事業費は含まない

現況値 目標値

H26 うち H37 うち

第2処理区 第2処理区

78,236 71,113 81,000

整備手法 51,864 44,741 67,599

整備手法 26,372 26,372 13,401

709 984

21,631.8

概算事業費 25,729 33,016

15,074.6 7,788.0

57.2 57.2 58.1

整備人口(人)

計画汚水量(m
3
／日)

総建設事業費　　(百万円)

残事業費　　(百万円)

残整備区域における１人あたりの下水道整備費(万円／人)

整備手法

計画区域内人口(人)

未整備人口(人)

整備面積(ha)

平成３７年度

期間短縮手法による整備の実施

事業内容

未整備地域の整備

(例)○○集落排水処理施設の整備

(例)未整備地域の整備

(例)浄化槽市町村整備推進事業

(例)浄化槽設置整備事業

①汚水処理人口普及率(％)

その他（市町村各自）

フレックスプランの導入（○○地区）

ＭＩＣＳ･スクラムの導入

浄化槽

計画汚泥量

整備手法

計画汚水量(m
3
／日)

備考

（早期概成手法の内容）

　流域関連公共下水道について、道路の縦
断的、平面的な線形に合わせて下水道管渠
を布設する「道路線形に合わせた施工」を採
用する。
　「道路線形に合わせた施工」を採用するこ
とで、管渠の浅埋化やマンホールの省略が
可能となり、工期短縮及びコスト縮減を図る
ことができる。

期間短縮手法による整備の実施

フレックスプランの導入（○△地区）

・・・・

年間維持管理費(百万円／年)

整備人口1人当たりの建設費用(千円／人)

下水道計画区域の見直し

総建設事業費　　(百万円)※

計画処理人口(人)

整備面積（集合処理分）(ha)

既整備区域（H27年度）

整備予定区域（H37年度）

クイックプロジェクトによる整備区域（H37年度）

既整備区域（H27年度）

整備予定区域（H37年度）

クイックプロジェクトによる整備区域（H37年度）

無着色

下水道終末処理場

合併浄化槽

凡　　　　　　　　　　例

市町村界

流域関連公共下水道

単独公共下水道

集落排水処理事業　（上記と同様の区分）

コミュニティープラント（上記と同様の区分）

T


